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一
　
は
じ
め
に

　

鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
は
、
漢
文
体
の
「
記
」
の
文
章
形
式
、
と

り
わ
け
、
慶
滋
保
胤
『
池
亭
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
家
居
の
記
」

に
範
を
仰
い
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
「
記
」
と
は
、
事
柄

を
客
観
的
に
記
録
し
た
文
章
の
こ
と
で
、
唐
代
に
隆
盛
を
迎
え
て
か

ら
文
体
の
一
つ
と
し
て
独
立
し
、
そ
の
後
は
作
家
自
身
の
議
論
を
交

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

１
）。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
建
長
四
年（
一
二
五
二
）成
立

の
『
十
訓
抄
』
が
「
方
丈
記
と
て
、仮
名
に
て
書
き
置
け
る
も
の
」（

２
）

と
言
及
す
る
よ
う
に
、
本
来
、
漢
文
体
で
書
く
は
ず
の
「
記
」
を
、

長
明
が
わ
ざ
わ
ざ
和
漢
混
淆
文
体
の
「
記
」
に
変
更
し
て
書
い
た
こ

と
で
あ
る
。
新
し
い
文
体
を
創
出
し
て
「
記
」
を
書
く
営
み
が
、
長

明
の
表
現
者
と
し
て
の
意
欲
的
な
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
そ
う
し
た
『
方
丈
記
』
の
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
、
浅
見

和
彦
「
方
丈
記
の
文
体
―
―
作
品
論
へ
の
手
掛
か
り
と
し
て
―
―
」

は
「
漢
文
訓
読
体
に
そ
の
骨
格
を
置
き
な
が
ら
も
、
漢
字
の
使
用
を

極
端
に
さ
し
ひ
か
え
、
漢
文
訓
読
語
や
訓
読
特
有
の
言
い
回
し
を
嫌

い
、
逆
に
和
語
、
歌
語
を
積
極
的
に
織
り
込
み
、
和
歌
的
な
用
語
や

発
想
を
大
胆
に
見
せ
る
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
和
文
的
な
も
の
な
の
で

あ
る
」（

３
）

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、『
方
丈
記
』
を
通
読
す
る
に
、
前
半
の
五
大
災
厄
で

は
、
都
人
と
そ
の
住
居
の
滅
亡
が
迫
真
の
筆
致
で
記
さ
れ
る
の
に
対

し
、
後
半
の
草
庵
生
活
で
は
、
閑
居
の
情
趣
が
先
蹤
の
和
歌
や
漢
文

の
表
現
を
踏
ま
え
た
美
文
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
印

象
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
々
木
八
郎

「
方
丈
記
私
論
―
―
「
構
造
と
意
味
」「
叙
実
と
抒
情
」
―
―
」
が
「
彼

は
忌
む
べ
き
も
の
と
し
て
捨
て
た
現
実
の
社
会
を
語
る
場
合
は
リ
ア

岡

山

高

博

方
丈
記
の
草
庵
生
活
に
お
け
る
美
文
の
意
義

―
― 「
心
澄
む
」
に
関
連
し
て 

―
―
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リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
で
あ
り
、今
楽
し
ん
で
い
る
逃
避
の
世
界
は
、

さ
な
が
ら
情
趣
的
な
も
の
と
し
て
抒
情
的
発
想
の
中
に
彼
自
身
が
陶

然
と
な
っ
た
」
と
述
べ
、「『
方
丈
記
』
に
見
ら
れ
る
叙
実
と
抒
情
を
、

ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
題
提
起
し
て

い
た（

４
）。

長
明
の
体
験
し
た
「
世
ノ
不
思
議
」
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
前
半
が
叙
事
的
な
の
は
理
解
し
う
る
と
し
て
、「
閑
居
ノ

気
味
」
を
述
べ
た
後
半
に
美
文
が
多
用
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

本
論
で
は
、
新
古
今
歌
人
で
あ
り
、
遁
世
者
で
も
あ
っ
た
長
明
が

『
方
丈
記
』
後
半
の
草
庵
生
活
を
美
文
調
の
文
体
に
よ
り
表
現
し
た

こ
と
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
た
い
。そ
の
上
で
、『
方
丈
記
』

の
前
半
と
後
半
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。

　
二
　
草
庵
の
四
季

　

ま
ず
、『
方
丈
記
』
後
半
に
お
い
て
、
日
野
山
の
草
庵
生
活
を
め

ぐ
る
四
季
折
々
の
情
趣
を
美
文
に
綴
っ
た
一
節
か
ら
検
討
を
始
め
た

い
。

春
ハ
藤
波
ヲ
見
ル
。
紫
雲
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
、
西
方
ニ
ヽ
ホ
フ
。

夏
ハ
郭
公
ヲ
聞
ク
。
語
ラ
フ
ゴ
ト
ニ
、
死
出
ノ
山
路
ヲ
契
ル
。

秋
ハ
ヒ
グ
ラ
シ
ノ
声
、
耳
ニ
満
テ
リ
。
ウ
ツ
セ
ミ
ノ
世
ヲ
悲
シ

ム
ホ
ド
聞
コ
ユ
。
冬
ハ
雪
ヲ
ア
ハ
レ
ブ
。
積
リ
消
ユ
ル
サ
マ
、

罪
障
ニ
タ
ト
ヘ
ツ
ベ
シ（

５
）。

長
明
は
こ
こ
で
『
方
丈
記
』
の
先
蹤
作
品
で
あ
る
『
池
亭
記
』
の
「
い

は
ん
や
春
は
東
岸
の
柳
有
り
、
細
煙
嫋
娜
た
り
。
夏
は
北
戸
の
竹
有

り
、
清
風
颯
然
た
り
。
秋
は
西
窓
の
月
有
り
、
以
て
書
を
披
く
べ
し
。

冬
は
南
簷
の
日
有
り
、
以
て
背
を
炙
る
べ
し
」（

６
）

を
踏
ま
え
つ
つ
、

和
歌
世
界
の
題
材
や
発
想
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
庵
の
春
夏
秋

冬
を
巧
み
な
仮
名
文
の
対
句
表
現
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。

　

春
は「
藤
波
」を
聖
衆
来
迎
の
際
に「
西
方
」に
た
な
び
く「
紫
雲
」

に
見
立
て
、夏
は「
郭
公
」の
異
名
で
あ
る「
死
出
の
田
長
」か
ら「
死

出
ノ
山
路
」を
想
起
し
、秋
は「
ヒ
グ
ラ
シ
」の
声
に
導
か
れ
た「
空
蟬
」

と
「
現
せ
身
」
の
掛
詞
に
よ
り
無
常
の
悲
し
み
を
聞
き
、冬
は
「
雪
」

の
「
積
リ
消
ユ
ル
サ
マ
」
を
人
間
の
「
罪
障
」
と
懺
悔
の
関
係
に
譬

え
る
。

　

こ
の
四
季
の
描
写
で
は
、『
池
亭
記
』
に
お
け
る
漢
詩
的
自
然
観

を
和
文
の
「
記
」
に
相
応
し
い
歌
語
を
用
い
た
表
現
に
改
変
し
、
さ

ら
に
王
朝
的
な
四
季
の
美
意
識
を
遁
世
者
に
相
応
し
い
仏
教
的
主
題

に
転
換
し
た
点
に
特
異
性
が
あ
る
。
四
季
と
仏
道
と
の
関
わ
り
は
、

た
と
え
ば
『
発
心
集
』
巻
三
ノ
九
話
に
お
い
て
、
年
を
取
っ
た
木
こ

り
が
出
家
の
決
意
を
語
る
場
面
に
、

十
歳
ば
か
り
の
時
、
譬
へ
ば
春
の
若
葉
な
り
。
二
三
十
に
て
盛

り
な
り
し
時
は
、
夏
の
梢
か
げ
し
げ
り
て
、
心
地
よ
げ
な
り
し

比
に
似
た
り
。
今
、
六
十
に
あ
ま
り
、
黒
髪
や
や
白
く
、
し
は

た
た
み
、
肌
へ
変
り
行
く
。
即
ち
、
秋
の
色
づ
く
に
こ
と
な
ら

ず
。
未
だ
嵐
に
散
ら
ず
と
云
ふ
ば
か
り
な
り（

７
）。

と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
成
長
し
、
壮
年
期
を
迎
え
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て
、
老
い
て
ゆ
く
人
生
の
段
階
が
四
季
の
変
化
に
重
ね
ら
れ
る
と
と

も
に
、
こ
の
木
こ
り
が
六
十
歳
と
い
う
年
齢
を
人
生
の
秋
と
し
て

捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
方
丈
記
』
で
も
「
六
十
ノ
露
消
エ

ガ
タ
ニ
及
ビ
テ
」「
一
期
ノ
月
影
カ
タ
ブ
キ
テ
」
の
如
く
、
長
明
が

人
生
の
老
い
に
つ
い
て
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
点
が
重
要
で
、
草

庵
の
四
季
が
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
や
冥
土
へ
の
道
行
き
、
こ
の
世
の
は

か
な
さ
な
ど
、
死
後
の
世
界
に
傾
斜
し
て
表
現
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ

が
死
を
覚
悟
し
た
遁
世
者
の
心
境
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、右
に
引
用
し
た
『
方
丈
記
』
の
一
節
の
直
前
に
「
谷
シ
ゲ
ヽ

レ
ド
、
西
晴
レ
タ
リ
。
観
念
ノ
タ
ヨ
リ
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
」
と
見

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
仏
教
的
観
想
に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、
和
歌
の
題
材
で
あ
る
四
季
の
景
物
が
選
び
取
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
発
心
集
』
巻
六
ノ
九
話
に
説
き
示
さ
れ
る
「
数

奇
」
の
効
用
を
参
照
す
る
に
、

中
に
も
、
数
奇
と
云
ふ
は
、
人
の
交
は
り
を
好
ま
ず
、
身
の
し

づ
め
る
を
も
愁
へ
ず
、
花
の
咲
き
散
る
を
あ
は
れ
み
、
月
の
出

入
を
思
ふ
に
付
け
て
、
常
に
心
を
澄
ま
し
て
、
世
の
濁
り
に
し

ま
ぬ
を
事
と
す
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
生
滅
の
こ
と
わ
り
も
顕
は

れ
、
名
利
の
余
執
つ
き
ぬ
べ
し
。
こ
れ
、
出
離
解
脱
の
門
出
に

侍
る
べ
し
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
花
」
や
「
月
」
な
ど
歌
に
詠
ま
れ
る
代
表

的
景
物
を
「
心
を
澄
ま
し
て
」
観
照
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
無
常
の
摂

理
も
感
得
さ
れ
て
、
出
離
解
脱
の
契
機
に
な
る
と
い
う
。『
方
丈
記
』

で
も
、
草
庵
を
め
ぐ
る
四
季
の
移
ろ
い
が
「
藤
波
」
や
「
郭
公
」
な

ど
の
歌
語
を
用
い
た
美
文
に
よ
っ
て
、
仏
教
的
な
色
彩
を
濃
厚
に
帯

び
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
遁
世
者
の
「
心
」
の
清
澄
な
境
地

か
ら
見
つ
め
た
風
景
な
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
実
の
美
し
い
景
色
を
「
心
を
澄
ま
し
て
」
見
る
こ

と
に
よ
り
、
経
典
の
哲
理
や
浄
土
的
風
景
を
感
得
し
よ
う
と
す
る
の

は
、
必
ず
し
も
長
明
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
常

盤
三
寂
の
一
人
寂
然
の
『
法
門
百
首
』（

８
）

一
番
歌
の
「
春
風
に
氷
と

け
行
く
谷
水
を
心
の
中
に
す
ま
し
て
ぞ
み
る
」
は
、『
摩
訶
止
観
』

巻
第
一
下
「
無
明
転
即
変
為
明
、
如
融
氷
成
水
」（
無
明
は
転
ず
れ

ば
す
な
わ
ち
変
じ
て
明
と
な
る
、
氷
を
融
か
し
て
水
と
な
す
が
ご
と

し
）
に
基
づ
く
法
文
題
「
無
明
転
為
明
如
融
氷
成
水
」
の
趣
意
を
、

新
年
が
明
け
て
、
春
風
に
氷
解
す
る
谷
川
の
水
と
い
う
現
実
の
風
景

か
ら
感
得
し
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
寂
然
自
身
が
こ
の
歌
に
付

し
た
と
い
う
左
注
末
尾
に
は
「
す
ま
し
て
見
る

0

0

0

0

0

0

と
い
へ
る
、
こ
の
心

な
る
べ
し
」（
以
下
、
傍
点
筆
者
付
記
）
と
あ
る（

９
）。

ま
た
、
二
番
歌

の「
鶯
の
初
音
の
み
か
は
宿
か
ら
に
み
な
な
つ
か
し
き
鳥
の
声
か
な
」

は
、『
阿
弥
陀
経
』「
是
諸
衆
鳥
、
昼
夜
六
時
、
出
和
雅
音
」（
こ
の

も
ろ
も
ろ
の
鳥
、昼
夜
六
時
に
、和
雅
の
音
を
出
す
）
を
用
い
て
「
是

諸
衆
鳥
和
雅
音
」
を
法
文
題
と
し
、
鶯
の
初
音
を
は
じ
め
様
々
な
鳥

の
鳴
き
声
を
、
極
楽
に
い
る
鳥
の
妙
な
る
囀
り
に
重
ね
合
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
和
歌
の
伝
統
的
表
現
と
経
典
世
界
、
宗
教
的
観
想
と
の
深
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い
結
び
つ
き
は
、『
方
丈
記
』
の
四
季
の
描
写
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ（

10
）う

。

　

そ
の
一
方
で
、新
古
今
時
代
に
お
け
る
法
文
歌
の
中
核
を
な
す『
法

門
百
首
』
の
試
み
を
、
純
粋
に
散
文
作
品
の
形
式
で
成
し
遂
げ
よ
う

と
し
た
点
に
『
方
丈
記
』
の
斬
新
が
あ
る
。『
方
丈
記
』
の
文
章
が
、

多
く
の
先
行
す
る
和
歌
に
依
拠
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
長
明
が
そ
の
本
文
に
歌
の
一
首
全
体
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ

と
は
な（

11
）い

。
つ
ま
り
、漢
文
体
の
「
記
」
を
和
文
に
変
更
す
る
中
で
、

見
立
て
や
掛
詞
な
ど
の
和
歌
の
修
辞
技
巧
を
存
分
に
駆
使
し
た
、
あ

く
ま
で
仮
名
文
の
対
句
に
よ
り
、
長
明
は
草
庵
の
四
季
の
美
景
を
仏

道
の
信
仰
世
界
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
三
　
草
庵
生
活
と
〈
数
奇
〉
の
系
譜

　

次
に
、
日
野
山
の
閑
居
生
活
の
中
で
、
長
明
が
和
歌
と
音
楽
に
興

ず
る
様
子
を
描
写
し
た
箇
所
を
、
以
下
に
引
用
し
た
い
。

①
若
、
跡
ノ
白
波
ニ
、
コ
ノ
身
ヲ
ヨ
ス
ル
朝
ニ
ハ
、
岡
ノ
屋
ニ

ユ
キ
カ
フ
船
ヲ
ナ
ガ
メ
テ
、
満
沙
弥
ガ
風
情
ヲ
盗
ミ
、
②
モ
シ
、

桂
ノ
風
、
葉
ヲ
ナ
ラ
ス
夕
ニ
ハ
、
潯
陽
ノ
江
ヲ
思
ヒ
ヤ
リ
テ
、

源
都
督
ノ
行
ヒ
ヲ
ナ
ラ
フ
。
③
若
、
余
興
ア
レ
バ
、
シ
バ
〳
〵

松
ノ
響
キ
ニ
秋
風
楽
ヲ
タ
グ
へ
、
水
ノ
音
ニ
流
泉
ノ
曲
ヲ
ア
ヤ

ツ
ル
。

「
若
」（
も
し
）
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
①
と
②
で
は
、
朝
と
夕
の
時

刻
、
和
歌
と
琵
琶
の
芸
能
が
、
ま
た
③
で
は
松
風
と
流
水
の
音
、「
秋

風
楽
」
と
「
流
泉
」
と
い
う
筝
と
琵
琶
の
曲
名
が
対
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
に
も
和
歌
や
漢
詩
文
、
数
奇
説
話
な
ど
を
典
拠
と
し
た
美
文
調

の
対
句
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
「
満
沙
弥
ガ
風
情
ヲ
盗
ミ
」
に
関
し
て
、『
発
心
集
』
巻
六

ノ
九
話
は
「
和
歌
は
よ
く
こ
と
わ
り
を
極
む
る
道
な
れ
ば
、
こ
れ
に

よ
せ
て
心
を
す
ま
し

0

0

0

0

0

、
世
の
常
な
き
を
観
ぜ
ん
わ
ざ
ど
も
、
便
り
あ

り
ぬ
べ
し
」
と
し
て
次
の
逸
話
を
載
せ
る
。
初
め
は
「
和
歌
は
綺
語

の
あ
や
ま
り
」
と
否
定
し
て
い
た
源
信
が
、
比
叡
山
か
ら
湖
上
の
舟

の
通
り
過
ぎ
る
の
を
見
て
、
沙
弥
満
誓
の
「
世
の
中
を
何
に
た
と
へ

ん
朝
ぼ
ら
け
こ
ぎ
行
く
舟
の
跡
の
白
波
」（『
拾
遺
集
』
哀
傷
）
と
い

う
無
常
の
歌
を
思
い
出
し
、
和
歌
と
仏
道
と
の
一
致
を
悟
っ
た
と
い

う
。
岡
の
屋
の
「
美
景
」
に
満
誓
の
「
古
歌
」
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、

長
明
も
詠
歌
す
る
こ
と
で
「
心
澄
む
」
状
態
が
生
じ
、
源
信
の
如
く

無
常
の
道
理
を
感
得
し
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
続
く
「
源
都
督
ノ
行
ヒ
ヲ
ナ
ラ
フ
」
は
、
江
州
に
左
遷

さ
れ
た
白
楽
天
が
「
琵
琶
引
」
を
作
っ
た
潯
陽
江
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
大
宰
権
帥
の
赴
任
中
に
九
州
の
地
で
没
し
た
、
桂
流
琵

琶
の
名
手
、
桂
大
納
言
源
経
信
に
倣
っ
て
琵
琶
を
弾
く
こ
と
を
意

味
す（

12
）る

。
日
野
山
中
の
草
庵
の
描
写
が
、
白
楽
天
の
江
州
左
遷
時
代

に
書
か
れ
た
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
六
「
草
堂
記
」
や
『
源
氏
物
語
』

須
磨
巻
に
お
け
る
光
源
氏
の
謫
居
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
お（

13
）り

、
こ
の
場
面
で
も
、
長
明
は
都
か
ら
の
流
離
の
先
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例
と
し
て
白
楽
天
と
源
経
信
の
二
人
を
挙
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
「
琵
琶
引
幷
序
」
に
基
づ
き
、

そ
れ
を
和
文
の
歌
説
話
に
翻
案
し
た
『
唐
物
語
』
第
二
話
の
結
語
を

見
る
に
「
こ
の
人
は
、
世
中
の
人
の
心
の
み
な
濁
れ
る
を
憂
し
と
や

思
ひ
け
ん
、
ひ
と
り
す
ま
し
て
、
常
は
都
に
跡
を
な
ん
と
ゞ
め
ざ
り

け
る
」（
14
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
沈
淪
し
て
商
人
の
妻
と
な
っ
た
女

と
自
身
の
憂
愁
を
重
ね
合
わ
せ
た
白
楽
天
の
「
世
中
の
人
の
心
の
み

な
濁
れ
る
」と
は
対
照
的
な
、「
都
」を
拒
絶
し
て
生
き
る
孤
高
が「
ひ

と
り
す
ま
し
て
」
と
強
調
さ
れ（

15
）る

。
さ
ら
に
、『
唐
物
語
』
の
随
所

に
見
ら
れ
る
和
歌
的
表
現
や
脱
俗
精
神
の
背
景
と
し
て
、
長
明
の
和

歌
の
師
俊
恵
主
宰
の
歌
林
苑
の
場
が
想
定
さ
れ
、
実
際
、
作
者
と
さ

れ
る
藤
原
成
範
と
歌
林
苑
の
歌
人
ら
と
の
密
な
交
渉
も
窺
い
う
る
と

い（
16
）う

。
と
す
れ
ば
、
長
明
の
ご
く
身
近
な
周
辺
で
、
都
か
ら
疎
外
さ

れ
た
白
楽
天
の
「
心
」
の
清
澄
な
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
て
お
り
、
そ

れ
を
『
方
丈
記
』
が
巧
み
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
第
二
話
冒
頭
の
「
む
か
し
元
倭
十
五
年
の
秋
、
白
楽
天
罪

な
く
し
て
江
州
と
い
ふ
所
に
流
さ
れ
ぬ
」
か
ら
直
ち
に
想
起
さ
れ
る

の
は
、『
発
心
集
』
巻
五
ノ
八
「
中
納
言
顕
基
、
出
家
・
籠
居
の
事
」

の
源
顕
基
で
あ
る
。
常
に
白
楽
天
の
詩
を
口
ず
さ
み
、「
朝
夕
琵
琶

を
ひ
き
つ
つ
、「
罪
な
く
し
て
罪
を
か
う
ぶ
り
て
、
配
所
の
月
を
見

ば
や
」」
と
願
っ
た
顕
基
に
「
琵
琶
引
」
の
世
界
が
意
識
さ
れ
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
で
は
、
無
実
の
罪
に
よ
る

配
流
と
い
う
、
我
が
身
の
不
遇
を
甘
受
し
よ
う
と
す
る
精
神
が
、
厭

世
的
か
つ
清
廉
な
生
き
方
と
見
な
さ
れ
、
数
奇
の
理
想
と
し
て
語
ら

れ
る
点
が
重
要
で
あ（

17
）る

。

　

次
に
「
源
都
督
」
経
信
は
、
俊
恵
の
祖
父
で
あ
り
、
長
明
は
桂
流

の
琵
琶
を
音
楽
の
師
中
原
有
安
か
ら
習
得
し
て
い（

18
）た

。
そ
ん
な
長
明

の
敬
愛
す
る
経
信
の
琵
琶
に
関
す
る
数
奇
説
話
に
、『
古
今
著
聞
集
』

巻
十
九
「
大
宰
帥
経
信
任
官
下
向
の
途
、
筑
前
筵
田
の
駅
に
し
て
、

館
前
の
槻
を
伐
り
て
観
月
の
事
」
が
あ
る
。

　

経
信
卿
、
大
宰
の
帥
に
任
じ
て
下
向
の
時
、
八
月
十
五
夜
に

筑
前
の
国
筵
田
駅
に
つ
き
た
り
け
る
に
、
天
晴
れ
、
月
あ
き
ら

か
な
る
に
、
館
の
前
に
お
ほ
き
な
る
槻
あ
り
け
り
。
枝
葉
ひ
ろ

く
さ
し
お
ほ
ひ
て
月
を
へ
だ
て
け
れ
ば
、人
を
め
し
あ
つ
め
て
、

た
ち
ま
ち
に
そ
の
木
を
き
り
は
ら
は
せ
て
、
月
に
む
か
ひ
て
夜

も
す
が
ら
琵
琶
を
か
き
鳴
ら
し
て
心
を
す
ま
し
て
、
天
あ
け
ぬ

れ
ば
た
た
れ
け
り
。
か
か
る
す
き
人
も
い
ま
は
な
き
世
な
り
け

（
19
）り

。

太
宰
府
に
下
向
す
る
途
中
の
筵
田
駅
に
お
い
て
、
経
信
は
中
秋
の
名

月
を
眺
め
る
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
、
宿
所
の
前
の
槻
を
伐
る
よ
う
に

命
じ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
も
、
筑
前
国
で
「
月
」
に
向
か
っ
て
琵
琶

を
弾
く
経
信
の
姿
が
「
心
を
す
ま
し
て
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
「
す
き
人
」
と
し
て
の
姿
は
『
発
心
集
』
の
「
配
所
の
月
を
見
ば

や
」と
い
う
顕
基
の
願
い
が
具
現
化
し
た
も
の
と
見
な
せ
よ
う
。『
方

丈
記
』
に
お
い
て
、
長
明
が
こ
と
さ
ら
に
大
宰
帥
の
唐
名
「
都
督
」

と
表
記
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
経
信
に
つ
い
て
も
、
都
か
ら
遷
任
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さ
れ
た
者
の
「
心
」
の
清
澄
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
記

述
が
右
の
説
話
の
如
き
風
流
の
士
と
し
て
の
経
信
像
に
つ
な
が
る
一

端
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
方
丈
記
』
引
用
箇
所
③
の
「
松
ノ
響
キ
」
は
、こ
れ
も
「
琵

琶
引
」
を
踏
ま
え
る
『
源
氏
物
語
』
明
石
巻
に
「
広
陵
と
い
ふ
手
を

あ
る
か
ぎ
り
弾
き
澄
ま
し
た
ま
へ
る
に
、
か
の
岡
辺
の
家
も
、
松
の

響
き
波
の
音
に
あ
ひ
て
、
心
ば
せ
あ
る
若
人
は
身
に
し
み
て
思
ふ
べ

か
め
り
」（
20
）

と
見
え
、
都
を
去
っ
た
光
源
氏
が
明
石
の
浦
で
琴
を
弾

ず
る
場
面
に
「
松
の
響
き
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
薄
雲

巻
の
冷
泉
帝
と
夜
居
の
僧
都
と
の
会
話
に
お
い
て
、
光
源
氏
の
須
磨

流
謫
が
「
事
の
違
ひ
目

0

0

0

あ
り
て
、
大
臣
横
さ
ま
の
罪
に
あ
た
り
た
ま

ひ
し
と
き
」
と
回
顧
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
長
明
も
ま
た
『
方
丈
記
』

の
自
伝
的
叙
述
の
中
で
「
ヲ
リ
〳
〵
ノ
タ
ガ
ヒ
メ

0

0

0

0

」
つ
ま
り
人
生
の

蹉
跌
の
結
果
、
都
か
ら
疎
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い

（
21
）る

。

　

こ
の
よ
う
に
『
方
丈
記
』
後
半
の
閑
居
生
活
の
描
写
は
、
長
明
の

敬
仰
し
た
数
奇
者
た
ち
、
そ
れ
も
左
遷
の
地
で
「
琵
琶
引
」
を
書
い

た
白
楽
天
や
太
宰
府
に
没
し
た
源
経
信
、「
配
所
の
月
」
を
願
っ
た

中
納
言
顕
基
、
須
磨
・
明
石
を
流
離
し
た
光
源
氏
な
ど
、
み
ず
か
ら

の
不
遇
を
甘
受
し
て
生
き
た
人
々
を
想
起
さ
せ
る
重
層
的
な
叙
述
と

な
っ
て
い
た
。
度
重
な
る
「
タ
ガ
ヒ
メ
」
の
果
て
に
遁
世
し
、
日
野

山
中
の
草
庵
に
生
き
る
長
明
に
と
っ
て
、
都
か
ら
流
謫
さ
れ
た
先
人

た
ち
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
は
、
先
に
『
発
心
集
』
巻
六
ノ
九
話
の

説
示
で
見
た
「
人
の
交
は
り
を
好
ま
ず
、
身
の
し
づ
め
る
を
も
愁
へ

ず
」「
世
の
濁
り
に
し
ま
ぬ
を
事
と
す
れ
ば
」
と
い
う
数
奇
の
理
念

に
も
合
致
す
る
。

　
四
　
美
文
を
〈
書
く
〉
こ
と
の
意
味

　

以
上
、『
方
丈
記
』
後
半
の
草
庵
生
活
は
、
和
歌
の
伝
統
的
表
現

や
『
白
氏
文
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
詩
文
、
数
奇
説
話
や
物
語
文
学

な
ど
の
複
雑
な
織
り
な
し
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
。
長
明
は
後
鳥

羽
院
歌
壇
に
お
い
て
習
得
し
た
本
歌
取
り
の
手
法
を
仮
名
文
の
「
記
」

に
応
用
し
、
先
行
文
芸
の
世
界
を
二
重
写
し
に
す
る
こ
と（

22
）で

、
自
己

の
感
得
し
た
閑
居
の
情
趣
を
よ
り
印
象
深
く
表
現
し
て
み
せ
た
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
た
だ
長
明
の
文
学
的
教
養
を
披
露
す
る
だ

け
が
目
的
で
は
な
く
、
遁
世
者
と
し
て
仏
教
的
観
想
に
到
達
し
、
敬

仰
す
る
数
奇
者
た
ち
と
結
び
つ
く
た
め
の
重
要
な
回
路
と
も
な
っ
て

い
た
。
本
文
に
直
接
「
心
澄
む
」
と
は
表
現
さ
れ
な
い
も
の
の
、
草

庵
の
四
季
や
数
奇
生
活
を
美
文
で
書
く
営
み
は
、長
明
自
身
の
「
心
」

の
浄
化
を
意
図
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
方
丈
記
』
前
半
に
お
け
る
五
大
災
厄
の
記
事
の

中
で
、
都
の
住
人
た
ち
の
「
心
」
は
ど
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

①
人
ノ
イ
ト
ナ
ミ
、
皆
愚
カ
ナ
ル
ナ
カ
ニ
、
サ
シ
モ
ア
ヤ
ウ
キ
京

中
ノ
家
ヲ
造
ル
ト
テ
、
宝
ヲ
費
シ
、
心
ヲ
悩
マ
ス
事
ハ
、
ス
グ
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レ
テ
ア
ヂ
キ
ナ
ク
ゾ
侍
ル
。 

（
安
元
の
大
火
）

　

②
世
ノ
乱
ル
ヽ
瑞
相
ト
カ
キ
ケ
ル
モ
シ
ル
ク
、
日
ヲ
経
ツ
ヽ
世
中

浮
キ
立
チ
テ
、
人
ノ
心
モ
ヲ
サ
マ
ラ
ズ
。
民
ノ
ウ
レ
ヘ
、
ツ
ヰ

ニ
空
シ
カ
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
同
ジ
キ
年
ノ
冬
、
ナ
ヲ
コ
ノ
京
ニ

帰
リ
給
ヒ
ニ
キ
。 

（
福
原
遷
都
）

　

③
ス
ナ
ハ
チ
ハ
、
人
皆
ア
ヂ
キ
ナ
キ
事
ヲ
述
ベ
テ
、
イ
サ
ヽ
カ
心

ノ
濁
リ
モ
ウ
ス
ラ
グ
ト
見
エ
シ
カ
ド
、
月
日
重
ナ
リ
、
年
経
ニ

シ
ノ
チ
ハ
、
事
バ
ニ
カ
ケ
テ
言
ヒ
イ
ヅ
ル
人
ダ
ニ
ナ
シ
。

 
 

（
元
暦
の
大
地
震
）

①
は
、
安
元
の
大
火
の
結
論
部
分
で
、
こ
れ
ほ
ど
危
険
な
都
の
中
の

家
を
造
る
た
め
に
、「
宝
ヲ
費
シ
、
心
ヲ
悩
マ
ス
事
」
は
、
非
常
に

愚
か
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
②
は
、
一
旦
は
新
都
に
定
め
ら
れ
た
福

原
か
ら
平
安
京
へ
の
還
都
の
顛
末
を
述
べ
た
も
の
。
新
都
建
設
の
難

航
と
風
俗
の
激
変
が
、
世
の
中
を
不
穏
に
し
、
人
心
の
不
安
や
混
乱

を
招
い
た
こ
と
を
「
人
ノ
心
モ
ヲ
サ
マ
ラ
ズ
」
と
記
し
て
い
る
。
③

は
、
大
地
震
の
結
論
部
分
で
、
そ
の
当
時
は
、
誰
し
も
世
の
む
な
し

さ
を
述
べ
て
、少
し
は「
心
ノ
濁
リ
」も
薄
ら
ぐ
か
と
見
え
た
け
れ
ど
、

年
月
を
経
る
と
、
そ
れ
を
口
に
す
る
人
さ
え
い
な
い
と
い
う
。
こ
こ

で
は
、
災
害
の
恐
怖
を
い
つ
の
間
に
か
忘
却
し
て
し
ま
う
人
間
の
軽

薄
な
「
心
」
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
る
。

　

以
上
の
用
例
か
ら
、
災
害
の
集
中
す
る
都
に
わ
ざ
わ
ざ
家
を
構
え

て
暮
ら
す
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
仮
ノ
宿
リ
、
誰
ガ
為
ニ
カ
心
ヲ
悩
マ

シ
、
何
ニ
ヨ
リ
テ
カ
目
ヲ
喜
バ
シ
ム
ル
」
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
認
識
は
、
長
明
が
洛
北
大
原
に
遁
世
す
る
ま

で
、
都
で
過
ご
し
て
き
た
自
己
の
生
涯
の
大
半
を
「
ス
ベ
テ
、
ア
ラ

レ
ヌ
世
ヲ
念
ジ
過
グ
シ
ツ
ヽ
、
心
ヲ
悩
マ
セ
ル
事
、
三
十
余
年
也
」

と
総
括
し
、
述
懐
し
て
い
る
こ
と
と
も
重
な
る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
大
火
や
辻
風
な
ど
の
災
害
を
叙
事
的
に
記
録
し
た
『
方

丈
記
』
前
半
は
人
々
の
「
心
」
の
荒
廃
し
た
世
界
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
野
移
住
後
の
草
庵
生
活
を
抒
情
的
に
表
現
し
た
『
方
丈
記
』
後
半

は
「
ヒ
ト
リ
調
ベ
、
ヒ
ト
リ
詠
ジ
テ
、
ミ
ヅ
カ
ラ
情コ

ヽ
ロ

ヲ
養
フ
バ
カ
リ
」

と
い
う
、
長
明
の
理
想
と
し
た
「
心
」
の
清
澄
な
世
界
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
方
丈
記
』
で
は
、
居
住
者
の
「
心
」
を
軸
と
し
て
、

都
と
草
庵
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
が
対
句
の
如
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。
長

明
に
と
っ
て
、
美
的
修
辞
を
駆
使
し
て
「
閑
居
ノ
気
味
」
を
書
く
こ

と
は
、
災
害
と
苦
悩
に
満
ち
た
都
の
状
況
を
「
濁
悪
世
」
と
し
て
描

き
出
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
草
庵
世
界
を
極
楽
浄
土
へ
向
か
っ
て

開
か
れ
て
い
く
聖
な
る
空
間
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。

　

で
は
、
叙
事
と
抒
情
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
側
面
を
見
せ
る
『
方

丈
記
』
前
半
と
後
半
の
文
章
表
現
は
、
果
た
し
て
分
断
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
長
明
の
著
し
た
歌
書
『
無
名
抄
』「
仮
名
筆
」
は
、

古
人
の
教
訓
と
し
て
、仮
名
で
文
章
を
書
く
場
合
、歌
の
序
文
は
『
古

今
集
』
を
、
日
記
は
『
大
鏡
』
を
、
和
歌
の
詞
書
は
『
伊
勢
物
語
』

と
『
後
撰
集
』
を
、
物
語
は
『
源
氏
物
語
』
を
手
本
に
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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い
づ
れ
も
〳
〵
構
へ
て
真
名
の
詞
を
書
か
じ
と
す
る
な
り
。
心

の
及
ぶ
か
ぎ
り
は
い
か
に
も
や
は
ら
げ
書
き
て
、
力
な
き
所
を

ば
真
名
に
て
書
く
。
…
…
又
、
詞
の
飾
り
を
求
め
て
対
を
好
み

書
く
べ
か
ら
ず
。
わ
づ
か
に
寄
り
く
る
と
こ
ろ
ば
か
り
を
書
く

な
り
。
対
を
し
げ
く
書
き
つ
れ
ば
真
名
に
似
て
、
仮
名
の
本
意

に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
わ
ろ
き
時
の
事
な（

23
）り

。

こ
こ
で
は
、
漢
語
の
使
用
を
さ
し
控
え
、
で
き
る
限
り
柔
ら
か
な
和

文
調
で
書
く
こ
と
、
ま
た
、
対
句
の
乱
用
は
漢
文
に
似
て
、
仮
名
文

で
書
く
本
来
の
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ

の
記
述
か
ら
見
て
、『
方
丈
記
』
の
文
体
は
、
対
句
を
多
用
す
る
点

で「
仮
名
の
本
意
」に
反
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。し
か
し
、

『
方
丈
記
』
が
「
記
」
の
文
体
を
踏
襲
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
漢
文

に
馴
染
み
の
深
い
対
句
を
文
章
の
骨
子
に
据
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
形
式
の
中
に
、
長
明
は
歌
語
や
和
歌
的
発
想
を
大
胆
に
取
り
込
ん

だ
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、『
方
丈
記
』
は
前
半
と
後
半
で
叙
事
と

抒
情
と
い
う
対
照
的
な
性
格
を
見
せ
る
け
れ
ど
も
、
作
品
全
体
の
文

章
表
現
は
「
仮
名
文
の
対
句
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
和
文
の
伝
統
を
乗
り
越
え
て
、
そ
れ
以
前
に
は
な
い
和
漢

混
淆
文
に
よ
り
草
庵
生
活
の
楽
し
み
を
描
き
出
し
た
点
に
、
長
明
の

表
現
者
と
し
て
の
文
学
的
達
成
が
あ
っ
た
。

　
五
　
お
わ
り
に

　

最
後
に
、『
方
丈
記
』
後
半
か
ら
「
山
中
ノ
景
気
」
と
そ
の
情
趣

を
描
い
た
一
節
を
引
用
し
、
長
明
の
開
拓
し
た
美
文
調
の
文
体
が
後

の
文
学
作
品
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
見
通
し
を
述
べ
た
い
。

若
夜
シ
ヅ
カ
ナ
レ
バ
、
窓
ノ
月
ニ
故
人
ヲ
シ
ノ
ビ
、
①
猿
ノ
声

ニ
袖
ヲ
ウ
ル
ホ
ス
。
ク
サ
ム
ラ
ノ
蛍
ハ
、
遠
ク
槙
ノ
篝
火
ニ
マ

ガ
ヒ
、
②
暁
ノ
雨
ハ
、
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
木
ノ
葉
吹
ク
嵐
ニ
似
タ
リ
。

山
鳥
ノ
ホ
ロ
ト
鳴
ク
ヲ
聞
キ
テ
モ
、
父
カ
母
カ
ト
疑
ヒ
、
峰
ノ

鹿
ノ
近
ク
馴
レ
タ
ル
ニ
ツ
ケ
テ
モ
、
世
ニ
遠
ザ
カ
ル
ホ
ド
ヲ
知

ル
。
或
ハ
又
埋
火
ヲ
カ
キ
ヲ
コ
シ
テ
、
老
ノ
寝
覚
ノ
友
ト
ス
。

ヲ
ソ
ロ
シ
キ
山
ナ
ラ
ネ
バ
、
フ
ク
ロ
フ
ノ
声
ヲ
ア
ハ
レ
ム
ニ
ツ

ケ
テ
モ
、
山
中
ノ
景
気
折
ニ
ツ
ケ
テ
尽
ク
ル
事
ナ
シ
。

諸
注
に
よ
れ
ば
、
傍
線
部
①
が
「
巴
猿
三
叫
、
暁
行
人
の
裳
を
霑
ほ

す
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
大
江
澄
明
）、
傍
線
部
②
が
「
時
雨
か
と
寝

覚
の
床
に
聞
ゆ
る
は
嵐
に
た
へ
ぬ
木
の
葉
な
り
け
り
」（『
山
家
集
』）

を
踏
ま
え
た
表
現
と
さ（

24
）れ

、
そ
の
他
に
も
、
こ
こ
は
『
堀
河
百
首
』

や
『
玉
葉
集
』
に
見
え
る
伝
行
基
歌
な
ど
を
下
敷
き
と
し
て
、
草
庵

生
活
の
夜
の
情
景
と
そ
の
寂
寥
感
を
抒
情
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
右
に
見
た
よ
う
な
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
美
文
の
表
現

は
、九
条
道
家
の
兄
慶
政
に
よ
り
書
か
れ
た
、承
久
四
年（
一
二
二
二
）

成
立
の
仏
教
説
話
集
『
閑
居
友
』
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
ゝ
る
数
に
も
あ
ら
ぬ
憂
き
身
に
も
、
松
風
を
友
と
定
め
、
白
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雲
を
馴
れ
行
く
も
の
と
し
て
、
あ
る
時
は
、
①
青
嵐
の
夜
、
す

さ
ま
し
き
月
の
色
を
眺
め
、
あ
る
時
は
、
長
松
の
暁
、
さ
び
た

る
猿
の
声
を
聞
く
、
あ
る
時
は
、
②
訪
ふ
か
と
す
れ
ば
過
ぎ
て

行
く
む
ら
時
雨
を
窓
に
聞
き
、
あ
る
時
は
、
馴
る
ゝ
ま
ゝ
に
荒

れ
て
行
く
高
嶺
の
嵐
を
友
と
し
て
、
窓
の
前
に
涙
を
抑
へ
、
床

の
上
に
思
ひ
を
定
め
て
侍
る
は
、
③
何
と
な
く
心
も
澄
み
渡
り

侍
れ
ば
、
そ
れ
を
こ
の
世
の
楽
し
み
に
て
侍
る
な（

25
）り

。

右
の
引
用
は
『
閑
居
友
』
の
最
終
話
で
あ
る
下
巻
第
十
一
話
に
お
い

て
、
慶
政
が
み
ず
か
ら
の
草
庵
生
活
に
言
及
し
た
箇
所
で
、
傍
線
部

①
が
「
暁
、
長
松
の
洞
に
入
れ
ば
、
巌
泉
咽
ん
で
嶺
猿
吟
ず
。
夜
、

極
浦
の
波
に
宿
す
れ
ば
、青
嵐
吹
い
て
皓
月
冷
し
」（『
和
漢
朗
詠
集
』

慶
滋
為
雅
）、
傍
線
部
②
が
「
む
ら
時
雨
過
ぐ
れ
ば
晴
る
る
高
嶺
よ

り
嵐
に
出
づ
る
冬
の
夜
の
月
」（『
秋
篠
月
清
集
』）
を
典
拠
と
し
た

表
現
で
あ（

26
）る

。
『
方
丈
記
』
と
『
閑
居
友
』
の
い
ず
れ
も
「
猿
ノ
声
」

や
「
暁
ノ
雨
」「
む
ら
時
雨
」
な
ど
、
共
通
の
自
然
の
景
物
に
よ
っ

て
山
中
の
寂
し
さ
を
効
果
的
に
描
き
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
閑
居

友
』傍
線
部
③
に
は「
何
と
な
く
心
も
澄
み
渡
り
侍
れ
ば
」と
見
え
る
。

　

つ
ま
り
、
慶
政
は
自
身
の
感
得
し
た
閑
居
の
情
趣
を
「
心
澄
む
」

も
の
と
し
て
、
和
歌
や
漢
詩
句
を
踏
ま
え
た
美
文
に
よ
り
表
現
す
る

こ
と
を
『
方
丈
記
』
の
草
庵
生
活
の
描
写
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。『
閑
居
友
』
上
巻
第
一
話
に
は
「
さ
て
も
、
発
心
集
に

は
、
伝
記
の
中
に
あ
る
人
〳
〵
あ
ま
た
見
え
侍
め
れ
ど
…
…
」
と
あ

り
、
こ
れ
は
ご
く
初
期
の
『
発
心
集
』
享
受
を
示
す
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
た
。
慶
政
が
『
閑
居
友
』
の
中
で
『
方
丈
記
』
に
言
及

す
る
点
は
な
い
け
れ
ど
も
、『
閑
居
友
』
下
巻
末
尾
の
「
そ
の
時
は
、

承
久
四
年
の
春
、
弥
生
の
中
の
頃
、
西
山
の
峯
の
方
丈
の
草
の
庵
に

て
、記
し
終
り
ぬ
る
」
と
い
う
自
署
は
、『
方
丈
記
』
末
尾
の
「
于
時
、

建
暦
ノ
二
年
、
弥
生
ノ
晦
日
コ
ロ
、
桑
門
ノ
蓮
胤
、
外
山
ノ
庵
ニ
シ

テ
、
コ
レ
ヲ
記
ス
」
と
い
う
自
署
を
強
く
意
識
し
て
記
さ
れ
た
に
違

い
な（

27
）い

。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
院
政
期
か
ら
中
世
に
お
け
る
聖
の
文
芸
と
し

て
、
長
明
の
『
発
心
集
』
と
慶
政
の
『
閑
居
友
』、
語
り
手
を
西
行

に
仮
託
す
る
『
撰
集
抄
』
が
仏
教
説
話
集
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
分

析
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
発
心
集
』

で
は
、
巻
六
ノ
十
二
「
郁
芳
門
院
の
侍
良
、
武
蔵
の
野
に
住
む
事
」

の
よ
う
に
和
歌
的
発
想
に
基
づ
く
抒
情
的
な
話
は
例
外
的
で
、
む
し

ろ
長
明
が
『
方
丈
記
』
後
半
の
草
庵
生
活
に
つ
い
て
、
和
歌
や
漢
文

の
美
的
修
辞
を
駆
使
し
て
讃
美
し
た
こ
と
が
、
高
貴
な
女
性
に
献
呈

さ
れ
た
と
い
う
『
閑
居
友
』
の
美
文
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高

い
。
さ
ら
に
そ
れ
は
『
閑
居
友
』
を
介
し
て
、
隠
遁
へ
の
憧
憬
を
感

傷
的
な
ま
で
の
美
文
で
描
き
出
し
、
遁
世
者
の
悟
り
の
境
地
を
「
心

澄
む
」
の
語
を
用
い
て
繰
り
返
し
表
現
す
る
『
撰
集
抄
』
の
説
話
の

形
成
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
１
）　

大
曽
根
章
介
「「
記
」
の
文
学
の
系
譜
」（『
日
本
漢
文
学
論
集　

第
一
巻
』
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汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
２
）　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

十
訓
抄
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）。

（
３
）　
『
文
学
』
五
二
―
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
五
月
、
三
三
頁
。

（
４
）　
『
中
世
文
学
の
構
想
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
）
一
七
八
頁
。

（
５
）　

以
下
、『
方
丈
記
』
の
引
用
本
文
は
、
大
曽
根
章
介
・
久
保
田
淳
編
『
鴨

長
明
全
集
』（
貴
重
本
刊
行
会
、二
〇
〇
〇
年
）所
収
の
大
福
光
寺
本
に
よ
り
、

私
に
句
読
点
・
濁
点
を
付
し
、
漢
字
を
宛
て
る
な
ど
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。

（
６
）　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

本
朝
文
粋
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）。

（
７
）　

以
下
、『
発
心
集
』
の
引
用
本
文
は
、『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

方
丈
記
・

発
心
集
』（
新
潮
社
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。

（
８
）　

以
下
、『
法
門
百
首
』
の
引
用
本
文
は
、『
新
編
国
歌
大
観　

第
十
巻
』（
角

川
書
店
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
私
に
改
め
た
。
併
せ
て
、

山
本
章
博
『
寂
然
法
門
百
首
全
釈
』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照

し
た
。

（
９
）　
『
法
門
百
首
』
一
番
歌
の
左
注
に
つ
い
て
、
錦
仁
「
和
歌
の
思
想
―
―
詠

吟
を
視
座
と
し
て
」（『
院
政
期
文
化
論
集
第
一
巻　

権
力
と
文
化
』森
話
社
、

二
〇
〇
一
年
）
二
五
三
頁
は
「「
す
ま
し
て
見
る
」
と
は
、
そ
の
よ
う
に
美

し
い
風
景
を
、
経
典
の
奥
深
い
哲
理
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
見
つ
め
る
観
想

の
こ
と
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

（
10
）　

こ
の
点
は
、
山
本
章
博
「
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
寂
然
『
法
門
百
首
』」

（『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
と
統
辞
法
』
名
古
屋
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
、二
〇
〇
八
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
他
、『
法
門
百
首
』

と
『
方
丈
記
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、山
田
昭
全
「
鴨
長
明
の
秘
密
（
下
）」

（『
大
法
輪
』
四
四
―
一
〇
、一
九
七
七
年
十
二
月
）、
木
下
華
子
「『
方
丈
記
』

が
我
が
身
を
語
る
方
法
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
九
―
五
、二
〇
一
二
年
五

月
）
に
詳
し
い
。

（
11
）　

嵯
峨
本
を
は
じ
め
と
す
る
流
布
本
系
諸
本
の
末
尾
に
は
、
源
季
広
の
「
月

か
げ
は
…
…
」
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
後
人
の
手
に

な
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。

（
12
）　

簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、一
九
七
一
年
）
二
一
三
頁
は
、

古
辞
書
に「
楓
」を「
カ
ツ
ラ
」と
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
琵
琶
引
」詩
中
の「
楓

葉
」
と
『
方
丈
記
』
の
「
桂
ノ
風
、葉
ヲ
ナ
ラ
ス
夕
ニ
ハ
」
は
無
縁
で
は
な
く
、

こ
の
「
桂
ノ
風
」
が
「
潯
陽
江
」
を
呼
び
出
し
、そ
れ
ら
が
琵
琶
を
弾
く
「
源

都
督
ノ
行
ヒ
」
に
縁
語
的
に
連
な
っ
て
い
く
と
い
う
。

（
13
）　

浅
見
和
彦
「
鴨
長
明
―
―
妄
執
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
国
文
学　

解
釈

と
鑑
賞
』
六
四
―
五
、一
九
九
九
年
五
月
）
は
、『
方
丈
記
』
の
庵
室
の
描

写
が『
源
氏
物
語
』の
光
源
氏
の
須
磨
の
寓
居
に
類
似
す
る
点
を
取
り
上
げ
、

両
者
が
『
白
氏
文
集
』「
草
堂
記
」
の
影
響
下
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
14
）　
『
唐
物
語
』
の
引
用
本
文
は
、池
田
利
夫
『
唐
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』（
笠

間
書
院
、一
九
七
五
年
）
所
収
の
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
り
、私
に
句
読
点
・

濁
点
を
付
し
、
漢
字
を
宛
て
る
な
ど
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。

（
15
）　
『
唐
物
語
』
第
二
話
の
話
末
評
語
に
つ
い
て
、
小
峯
和
明
「『
唐
物
語
』

の
表
現
と
藤
原
成
範
」（『
院
政
期
文
学
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）

八
四
九
頁
は
「
特
に
罪
な
く
し
て
配
所
に
お
も
む
き
、
流
謫
の
身
に
沈
む

姿
を
、
意
識
的
に
都
を
遠
ざ
け
た
退
隠
の
文
脈
に
と
ら
え
返
し
て
い
く
と

こ
ろ
に
、
成
範
の
読
み
の
指
向
が
う
か
が
え
る
」
と
す
る
。

（
16
）　

注
15
前
掲
書
所
収
、「『
唐
物
語
』
の
表
現
形
成
」
八
三
二
頁
に
「『
唐
物
語
』

の
形
成
は
…
…
院
政
期
に
お
け
る
和
歌
講
釈
や
歌
論
義
な
ど
歌
学
の
隆
盛

や
歌
壇
の
活
性
化
、
具
体
的
に
は
歌
林
苑
の
場
な
ど
と
密
接
に
か
か
わ
る
」、

「『
唐
物
語
』
の
表
現
と
藤
原
成
範
」
八
五
六
頁
に
「
特
に
登
蓮
ら
歌
林
苑
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の
特
色
と
さ
れ
る
「
す
き
」
の
精
神
は
、成
範
に
も
濃
厚
に
う
か
が
え
よ
う
」

と
あ
る
。

（
17
）　
『
発
心
集
』
の
顕
基
説
話
に
つ
い
て
は
、
今
村
み
ゑ
子
「『
発
心
集
』
顕

基
説
話
の
琵
琶
―
―
長
明
の
情
念
―
―
」（『
鴨
長
明
と
そ
の
周
辺
』
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
顕
基
が
「
心
澄
む
」
存
在
と

し
て
白
楽
天
の「
琵
琶
引
」と
と
も
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
撰
集
抄
』

巻
四
ノ
五
「
顕
基
卿
事
」
に
「
罪
無
し
て
、
配
所
の
月
を
見
ば
や
と
願
給

け
ん
、
げ
に
〳
〵
哀
に
侍
り
。
元
和
十
五
年
の
昔
思
出
さ
れ
て
、
心
の
中

0

0

0

、

そ
ゞ
ろ
に
す
み
て
も
侍
る
か
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
の
が
参
考
と
な
る
。

（
18
）　
『
発
心
集
』
巻
六
ノ
九
話
で
は
、
経
信
の
琵
琶
の
師
源
資
通
が
、
全
く
通

常
の
修
行
は
せ
ず
、
毎
日
持
仏
堂
に
入
っ
て
琵
琶
を
弾
き
、
そ
れ
を
極
楽

に
廻
向
し
た
と
い
う
。
桂
流
琵
琶
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
は
、
長
明
が
数

奇
と
仏
道
を
結
び
つ
け
、
自
己
の
往
生
を
願
う
上
で
も
重
大
事
で
あ
っ
た
。

（
19
）　
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

古
今
著
聞
集
下
』（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
20
）　

以
下
、『
源
氏
物
語
』
の
引
用
本
文
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

源
氏
物
語
②
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
。

（
21
）　
『
方
丈
記
』
と
光
源
氏
の
須
磨
退
去
と
の
関
わ
り
、薄
雲
巻
に
お
け
る
「
違

ひ
目
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
注
10
前
掲
「『
方
丈
記
』
が
我
が
身
を
語
る

方
法
」
に
詳
し
い
指
摘
が
あ
る
。

（
22
）　

加
賀
元
子
「
略
本
方
丈
記
の
表
現
」（
加
賀
元
子
・
田
野
村
千
寿
子
『
真

字
本
方
丈
記
』
和
泉
書
院
、一
九
九
四
年
）
二
六
一
頁
は
「
広
本
の
修
辞
は
、

縁
語
や
本
歌
取
り
的
手
法
を
活
用
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
引
用
し
た

古
歌
・
故
事
漢
文
典
籍
の
も
つ
世
界
を
重
ね
て
二
重
写
し
の
効
果
を
出
し

て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
長
明
が
和
歌
所
寄
人
と
し
て
加
わ
っ
た
後
鳥
羽

院
歌
壇
か
ら
得
た
表
現
方
法
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
指
摘
し
て
い

る
。

（
23
）　
『
無
名
抄
』
の
引
用
本
文
は
、
小
林
一
彦
校
注
の
『
歌
論
歌
学
集
成　

第

七
巻
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

（
24
）　

注
12
前
掲
『
方
丈
記
全
注
釈
』、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

方
丈
記
』（
岩

波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
25
）　
『
閑
居
友
』
の
引
用
本
文
は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

閑
居
友
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
私
に
改
め
た
。

（
26
）　

注
25
前
掲
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

閑
居
友
』
脚
注
参
照
。

（
27
）　

注
17
前
掲
書
所
収
、「
略
本
・
流
布
本
『
方
丈
記
』
を
め
ぐ
る
―
―
一
条

兼
良
の
こ
と
、
お
よ
び
享
受
史
―
―
」
八
八
頁
に
「『
閑
居
友
』
に
は
名
前

こ
そ
な
い
が
『
方
丈
記
』
と
『
池
亭
記
』
の
関
係
以
上
に
、
仮
名
の
自
署

と
し
て
『
方
丈
記
』
の
表
現
と
の
重
な
り
が
見
ら
れ
る
。
…
…
『
閑
居
友
』

が
こ
と
さ
ら
「
方
丈
の
草
の
庵
」
と
す
る
の
は
、『
方
丈
記
』
が
自
明
な
こ

と
と
し
て
自
署
に
記
さ
な
か
っ
た
、
そ
の
長
明
の
方
丈
の
庵
を
意
識
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。（

お
か
や
ま　

た
か
ひ
ろ
）




